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第９回　日常診療経験交流会

フレイル新局面
―医科・歯科共有認識でコロナ禍に学ぶ―

主催：大阪府保険医協会・大阪府歯科保険医協会

●記念企画・シンポジウム【午後１時～】☆WEB視聴可　

松尾 信郎氏
枚方市・循環器内科
松尾医院

コーディネーター シンポジスト

林 宏和氏
中央区・歯科
林歯科医院 清水 聖保氏

東淀川区・精神科
清水クリニック 長尾 典尚氏

大阪狭山市・内科
長尾クリニック

７月９日日
9：30～16：00全体時間

保険医会館開催場所
（大阪市浪速区幸町１―２―33）

下記２次元コード
よりお申込みくだ
さい

申込受付中

内容

旭区　松本診療所 松本 一生 （まつもと いっしょう）氏
基調講演

●松本診療所ものわすれクリニック理事長・院長 ●日本認知症ケア学会総務担当理事
●日本老年精神医学会評議員・指導医 ●日本精神神経学会指導医・専門医・認知症診療医
●精神保健指導医・歯科医師 ●認知症の人と家族の会会員

第９回
日常診療経験交流会

プログラム

▶2023年７月９日（日）
▶９：00～16：00
▶大阪保険医会館

９：00～ 開場・受付開始 ⇒１階

９：30～ ▶主催者あいさつ　▶留意事項説明

９：40～11：40

第１分科会「日常診療における工夫と実践（外来）」【組合５階・Ｍ＆Ｄホール】
第２分科会「日常診療における工夫と実践（在宅）」【２階・第１会議室】
第３分科会  自由課題【組合３階・会議室】
第４分科会「日常診療における工夫と実践（歯科）」【５階・５階会議室】

11：40～13：00 昼休憩（参加者の方はご自由に取っていただきます）

13：00～14：20 記念企画・シンポジウム

14：20～15：45 意見交流・フロア発言・質疑応答

15：45～16：00 ▶副実行委員長あいさつ【組合５階・Ｍ＆Ｄホール】

　

私
ど
も
の
大
阪
に
お
け
る

フ
レ
イ
ル
に
対
す
る
取
り
組

み
は
、
２
０
１
６
年
に
遡

る
。
約
９
年
間
摂
食
嚥
下
障

害
の
臨
床
、
研
究
に
勤
し
ん

だ
新
潟
大
を
退
職
し
た
２
０

１
６
年
に
大
阪
府
歯
科
保
険

医
協
会
様
で
、
私
の
恩
師
で

あ
る
新
潟
大
学
医
歯
学
総
合

研
究
科
・
摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
分
野
教
授

・
井
上
誠
先
生
が
「
摂
食
嚥

下
障
害
に
関
わ
る
歯
科
医
の

役
割
」
と
い
う
演
題
で
ご
講

演
さ
れ
た
際
、
お
手
伝
い
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
き
っ
か
け

で
、
そ
の
時
受
講
さ
れ
た
若

手
歯
科
医
師
数
名
か
ら
声
か

け
て
い
た
だ
き
、
２
０
１
７

年
に
「
歯
科
医
療
を
通
じ
て

日
本
の
医
療
課
題
に
挑
む
」

と
い
う
理
念
を
掲
げ
、
若
手

歯
科
医
師
の
勉
強
会
の
立
ち

上
げ
か
ら
関
わ
り
、
活
動
し

て
き
た
（
コ
ロ
ナ
禍
に
入
り

活
動
休
止
中
）。
当
時
、
歯

科
の
ス
タ
デ
ィ
グ
ル
ー
プ
と

し
て
は
珍
し
い
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
や
歯
科

に
お
け
る
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ

ル
対
策
と
し
て
重
要
な
「
口

腔
機
能
低
下
症
」
が
保
険
収

載
さ
れ
る
前
に
実
技
を
含
め

た
講
習
会
も
開
催
し
、
さ
ら

に
は
、
遠
隔
医
療
やVR/AR

、
Patient Experience

と
い

っ
た
、
最
近
医
科
で
も
取
り

組
ま
れ
て
い
る
テ
ー
マ
に
も

取
り
組
ん
で
き
た
。

　

昨
今
、

歯
科
に
お
い
て

は
、
従
来
の
「
治
療
中
心
型

（
歯
の
形
態
の
回
復
〉
機
能

回
復
）」
か
ら
「
治
療
・
管

理
・
連
携
型
（
口
腔
機
能
の

維
持
・
回
復
〉
歯
の
形
態
の

回
復
）
」
へ
と
推
し
進
め
ら

れ
、
２
０
１
８
年
に
口
腔
機

目
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
単

純
に
機
能
訓
練
を
行
え
ば
解

決
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら

で
あ
る
。

合
喪
失
な
ど
歯

科
的
問
題
の
み
に
起
因
し
た

結
果
な
の
か
、
他
に
脳
血
管

疾
患
や
神
経
筋
疾
患
な
ど
全

身
疾
患
や
薬
剤
、
栄
養
状

態
、
生
活
環
境
な
ど
の
要
因

が
絡
ん
で
い
な
い
か
鑑
別
す

る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
、
医
科
と
の
連
携
や
、

患
者
の
生
活
機
能
の
評
価
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　

で
は
、
歯
科
診
療
所
が
フ

レ
イ
ル
新
局
面
に
お
い
て
ま

ず
行
う
べ
き
こ
と
は
な
に

か
。
そ
れ
は
、
65
歳
以
上
の

患
者
層
へ
の
歯
の
形
態
回
復

と
形
態
回
復
を
行
う
前
後
で

の
口
腔
機
能
評
価
で
あ
る
。

各
年
代
別
の
外
来
受
療
率

は
、
一
般
診
療
所
（
医
科
）

は
高
齢
に
な
る
に
つ
れ
増
加

す
る
一
方
で
、
歯
科
受
療
率

は
65
〜
74
歳
を
ピ
ー
ク
に
低

下
し
て
い
る
。
歯
の
形
態
の

維
持
・
回
復
や
歯
周
疾
患
の

予
防
が
、
口
腔
機
能
の
維

持
、
回
復
に
寄
与
す
る
だ
け

で
な
く
、
身
体
機
能
及
び
高

次
脳
機
能
の
維
持
に
関
係
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
考

え
る
と
、
歯
科
診
療
所
を
受

療
で
き
て
い
な
い
高
齢
者
の

歯
の
形
態
回
復
を
図
る
こ
と

が
、
ま
ず
と
る
べ
き
最
短
の

道
と
考
え
て
い
る
。
従
来
の

歯
の
形
態
の
回
復
は
、
口
腔

機
能
を
維
持
・
回
復
さ
せ
る

た
め
に
最
も
有
効
な
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
だ
か
ら
で
あ

る
。
そ
こ
に
気
づ
い
て
い
た

だ
く
た
め
に
も
治
療
前
後
の

口
腔
機
能
評
価
は
重
要
と
考

え
て
い
る
。

能
低
下
症
が
保
険
収
載
さ
れ

た
。
こ
れ
は
画
期
的
な
こ
と

だ
と
思
う
が
、
多
く
の
歯
科

診
療
所
で
は
、
口
腔
機
能
低

下
症
の
検
査
は
実
施
で
き
て

も
フ
レ
イ
ル
に
対
応
で
き
な

い
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し

て
い
る
。
口
腔
機
能
低
下
症

に
は
７
つ
の
診
断
項
目
（
①

口
腔
衛
生
状
態
、
②
口
腔
乾

燥
、
③

合
力
低
下
、
④
舌

口
唇
運
動
機
能
低
下
、
⑤
低

舌
圧
、
⑥
咀
嚼
機
能
低
下
、

⑦
嚥
下
機
能
低
下
）
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
検
査
を
す
る

こ
と
は
簡
単
だ
が
、
陽
性
項

シンポジスト　林宏和氏　抄録

歯科の専門性から考えるフレイル対策と
医科歯科連携について


